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⽣産現場と連動し始める
デジタルツイン

存在感を放つ『デジタルツイン』

（当レポートは、株式会社ロボティアの情報をもとに日興アセットマネジメントが作成しています。）

2019年12⽉18⽇から21⽇にかけて開催された「2019国際ロボット展」（於 東京ビッグサイト）、
来場者数は前回を上回る約14万⼈となり、ロボティクスへの関⼼の⾼さがうかがえました。今回は、
⼤⼿メーカーが展⽰した、新たなキーワードとして注⽬される『デジタルツイン』技術を紹介します。

今回の展覧会で⽬を引いたのは、安川電機やABBなど⼤⼿産業⽤ロボットメーカーが、⼯場など⽣
産現場におけるデジタルツインの利活⽤を紹介した展⽰でした。
デジタルツインとは、デジタル空間上に現実世界を再現する技術で、「⾼精細なシミュレーション
を⽣み出す技術」ともいえます。最⼤の特徴は、現実世界を更新すると、デジタル空間もリアルタ
イムに更新されることで、ここには、ICT（情報伝達技術）やIoT（モノのインターネット）技術、
膨⼤なデジタルデータを⾼速で計算するAIなどのソフトウェア技術が使われています。

 5年後の市場規模予測は約4兆円に

上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有、非保有、および将来の個別銘柄の組み入れまたは売却を示唆するものでもありません。

デジタルツインの活⽤は、企業のビジネスに⼤きなメリットをもたらします。例えば、製造現場で、
本格⽣産前に製造困難な製品を特定し対策を施したり、製造⼯程の計画変更にも、ロボットが周囲
の状況を認識しながら、より効率的な⽣産体制をシミュレーションしてくれるのです。さらに、⼯
場設備の将来の不具合を予測し、故障による⽣産停⽌を最⼩限にとどめることも出来るのです。

⽶調査会社MarketsandMarketsによると、デジタルツインの世界市場規模は、2019年の約38億
⽶ドル（約4,142億円*）が、2025年に約358億⽶ドル（約3兆9,022億円*）と9倍以上に拡⼤する
と予測され、航空宇宙・防衛や輸送機器、ヘルスケアなど広範な産業で実装されるとされています。
デジタルツインの技術は、オフィス業務や都市の効率化、個⼈の⽣活課題解決にも活⽤できると考
えられ、今後、本格的に利活⽤が進んでいくと予想されます。『デジタルツイン』は、ロボティク
スや⾃動化市場に、新たな付加価値を吹き込むことでしょう。

※写真は、2019国際ロボット展の安川電機ブース

*文中の為替換算は1米ドル=109円

【デジタルツインの利活用を紹介した展示ブース】


